
編集後記

6号 をお とどけ します。本年度 も何 とか3号 発行す ることがで きま した。 も う

1号 出せ るよ うに準備 を していたのです が、森 田の怠惰 のため来年度回 しと

なって しまいました。 この2年 間の本誌について反省 します と、掲載 された論

文の対象が、史料の形態 としては石刻がその多く占め、史料 言語 と しては漢語

がほ とんどであることは、それ ぞれに事情のあることとは 言え、「総合的な史料

学」を目指す この科研 としては、努力をせねばならない点であると考えてお り

ます。来年度は、科学研究 費によるプ ロジェク トと しては最終年度にあた りま

す。できれ ば4号 刊行 して、全10冊 といた したい と思 うのですが、いかがあい

な りますか。また、科研費終 了後の本誌についても、お知恵 があればお寄せ く

だ さい。本号で も版 ド作成 にご協力 くだ さいま した牛根靖裕 さんに感謝申 し ヒ

げます。(も りた けん じ)
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